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2011年度決算/2012年度見通し

２０１１年度決算の概要と

２０１２年度の業績見通し

２０１２年４月２６日（木）

コマツ

経営管理部
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2011年度決算/2012年度見通し

・連結売上高は対前期比+7.5％増収の19,817億円。

・営業利益は対前期比+15.0％増益の2,563億円となり、売上高営業利益率は12.9％に改善。

２０１１年度の概況

２．各セグメントの状況

*1 米国財務会計基準審議会会計基準編纂書810による 「当社株主に帰属する当期純利益」

（百万米ドル） FY10 FY11 増減

連結売上高 22,206 24,168 +8.8%

営業利益 2,686 3,126 +16.4%

純利益 1,816 2,037 +12.2%

（参考） 売上高、利益の米ドル、ユーロ換算値*

（百万ユーロ） FY10 FY11 増減

連結売上高 17,066 18,016 +15.3%

営業利益 2,064 2,330 +23.4%

純利益 1,396 1,519 +18.9%

■ 産業機械他

・プレス機械、工作機械、仮設ハウス等の販売拡大により増収となっ
たが、ワイヤーソーの需要急減速により減益。

*各期末の為替レートを使用。

２０１０年度実績 ２０１１年度実績 対前期比

連結売上高 18,431億円 19,817億円 + 7.5％

営業利益 2,229億円 2,563億円 + 15.0％

売上高営業利益率 12.1％ 12.9％ + 0.8ﾎﾟｲﾝﾄ

純利益*1 1,507億円 1,670億円 + 10.8％

ROE 17.2％ 17.3％ + 0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

ネットD/Eレシオ
（ﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社を除いた場合）

0.50
（0.24）

0.56
（0.28）

+ 0.06ﾎﾟｲﾝﾄ
（+ 0.04ﾎﾟｲﾝﾄ）

期末配当金は21円/株。中間配当金21円/株と合わせ、年間では42円/株。 （第143回定時株主総会に付議予定）
３．配当金： 42円（前期：38円）

■ 建設機械・車両

・中国の大幅な需要減少を、堅調な他地域の建設機械、鉱山機械、
部品の販売増等でカバーし、対前期比+7.7％の増収。

・為替レートがドル、ユーロ、元に対し円高となったが、販売価格の改善、
コスト低減等により、セグメント利益率は対前期比+0.5ポイント改善。

１．売上・利益
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2011年度決算/2012年度見通し

金額単位：億円

2010年4月～2011年3月

1ドル = 85円

1ユーロ = 113円

1元 = 12.7円

2011年4月～2012年3月

1ドル = 79円

1ユーロ = 110円

1元 = 12.4円

増 減

売上高 *1 18,431 19,817 +1,386 +7.5%

- 建設機械・車両

- 産業機械他

(16,156)16,180

(2,274)  2,383  

(17,393)17,442

(2,424)  2,511 

(+1,236)+1,261

(+149) +127   

(+7.7%)+7.8%

(+6.6%)+5.4%

- 消去 ▲133 ▲136 ▲3 -

セグメント利益 2,349 2,586 +236 +10.1%

- 建設機械・車両

- 産業機械他

2,208

209

2,462

167

+254

▲41

+11.5%

▲20.0%

- 消去または全社 ▲68 ▲44 +24 -

その他の営業収益（▲費用） *2 ▲120 ▲23 +97 -

営業利益 *1 2,229 2,563 +334 +15.0%

その他の収益（▲費用） ▲31 ▲67  ▲36 -

税引前純利益 2,198 2,496 +298 +13.6%

純利益*3 1,507 1,670 +162 +10.8%

14.1%

6.7%

13.1%

% ：利益率

13.6%

8.8%

12.7%

12.1% 12.9%

( )：外部顧客向け売上高

*1 東日本大震災による影響(売上高▲92億円、営業利益▲70億円)を含む *2 構造改革費用▲38億円を含む
*3 米国財務会計基準審議会会計基準編纂書810による 「当社株主に帰属する当期純利益」

・円高および中国需要減少の影響を、その他地域の建設機械、鉱山機械、部品等の販売増でカバーし、

対前期比増収増益。

・売上高営業利益率は対前期比+0.8ポイント改善の12.9％に向上。

２０１１年度（１２カ月間）の連結売上高と損益

1株当たり配当金 38円 42 円 +4円
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＜建設機械・車両＞ 四半期毎の売上高とセグメント利益の推移

四半期毎の売上高推移（億円）

08/1Q 08/2Q 08/3Q 08/4Q

105円 107円 95円 95円

165円 159円 126円 123円

15.2円 15.7円 13.9円 13.9円

ドル

ユーロ

元

【為替レート】 09/1Q 09/2Q 09/3Q 09/4Q

97円 93円 90円 91円

133円 133円 133円 124円

14.2円 13.6円 13.2円 13.3円

10/1Q 10/2Q 10/3Q 10/4Q

91円 85円 82円 82円

115円 111円 110円 114円

13.4円 12.6円 12.4円 12.5円

・中国の需要減をその他の地域、鉱山機械、部品等の販売増でカバーし、対前年同期比増収。

・売上高セグメント利益率も高水準を維持。

11/1Q 11/2Q 11/3Q 11/4Q

81円 77円 78円 80円

118円 109円 105円 106円

12.5円 12.1円 12.3円 12.7円

四半期毎のセグメント利益推移（億円）
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（億円）

¥93/USD
¥131/EUR
¥13.6/RMB

16,156

＜建設機械･車両＞ 地域別売上高とセグメント利益（１２カ月間）

地域別売上高（外部顧客向け） 地域別売上構成比

：対前期比伸率

売上高伸率（対前期比）

％ 日本 北米 欧州 中南米 ＣＩＳ 中国 アジア オセアニア 中近東 アフリカ 合計

FY2010 +10.1% +36.2% +15.7% +18.5% +87.6% +36.7% +49.8% +7.6% +33.1% +15.6% +27.4%

FY2011 +13.8% +28.9% +15.5% +1.5% +34.0% ▲39.8% +26.3% +33.1% ▲15.0% +46.9% +7.7%

12,685

セグメント利益

17,393

：売上高セグメント利益率

14.1％
13.6％

6.5％

（％）

FY2010

¥85/USD
¥113/EUR
¥12.7/RMB

+27.4％

+7.7％

売上高はセグメント間取引消去前ベース

FY2009 FY2010 FY2011

37％33％36％

伝統市場
（日米欧）

比率

・中国の需要減を日本・北米およびその他戦略市場の販売増でカバーし、売上高は対前年比+7.7％の

増収。

・大幅な円高にもかかわらず、売上高セグメント利益率は14.1％に向上。

（億円）

戦略
市場
67％

FY2011

伝統
市場
33％

¥79/USD
¥110/EUR
¥12.4/RMB

戦略
市場
63％

伝統
市場
37％
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＜建設機械･車両＞ 売上高・セグメント利益の増減要因 （１２カ月間）

（億円）

売上高セグメント利益率13.6%

売上高 ： 円高および中国の需要減によるマイナスを、販売価格改善および他地域の建設機械、

鉱山機械、部品等の販売増でカバーし、+1,261億円の増収。

セグメント利益： 円高、固定費増、鋼材価格上昇等によるマイナスを、販売価格改善、物量増等で

カバーし、+254億円の増益。セグメント利益率は14.1％に改善。

セグメント利益
（FY2010 vs FY2011）

プラス要因

マイナス要因

（億円）

プラス要因

マイナス要因

売上高
（FY2010 vs FY2011）

¥ 85/USD

¥113/EUR

¥12.7/RMB

¥ 79/USD

¥110/EUR

¥12.4/RMB

為替差
▲640

為替差
▲342

固定費差
▲120

物量差他
+398

販売
価格差
+347

原価差
▲30

14.1%

+1,261億円 +254億円

¥ 85/USD

¥113/EUR

¥12.7/RMB

¥ 79/USD

¥110/EUR

¥12.4/RMB

その他地域
売上差
+3,160

中国
売上差

▲1,258
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2011年度決算/2012年度見通し

１２カ月間

FY2010 FY2011 増減

コマツ産機等(板金鍛圧事業合計) 412 466 +54

コマツＮＴＣ
[うちワイヤーソー]

1,291 1,088 ▲203

ギガフォトン、コマツハウス、KELK、
特機事業他

680 957 +277

合 計 2,383 2,511 +127

＜産業機械他＞ 売上高とセグメント利益（１２カ月間）

売上高
（億円）

売上高

セグメント利益率

（億円） （％）

6.7％

売上高の内訳
金額単位：億円

8.8％
1.7％

・ワイヤーソーの需要急減をプレス機械、工作機械、仮設ハウスの販売増で補い、対前期比増収。

・セグメント利益はワイヤーソーの急激な需要減少により対前期比減益。

セグメント利益

[830] [465] [▲365]
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2011年度決算/2012年度見通し

リテールファイナンスの状況

リテールファイナンス子会社の状況 （社内管理ベース）

・北米、中国などで資産拡大。前期比増収増益。

-500

500

1,500

2,500

3,500

4,500

1.資産の状況 2.収益の状況
（億円） （億円）

2011年3月末 2012年3月末
（ドル） 85円 79円
（ﾕｰﾛ） 113円 110円
（元） 12.7円 12.4円

北米

日本

欧州

中国

その他

4,230

516

内部消去

北米

日本

欧州

中国

その他

内部消去

豪州
豪州

（ドル） 83円 82円
（ﾕｰﾛ） 118円 110円
（元） 12.7円 13.1円

3,752

432

68

111
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２０１１.３.３１
1ドル=83円

1ユーロ=118円
1元=12.7円

２０１２.３.３１
1ドル=82円

1ユーロ=110円
1元=13.1円

増 減

現金・預金（含む定期預金） [a]
受取手形・売掛金（含む長期売上債権）

＜除くﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社＞
棚卸資産
有形固定資産
その他資産

849
7,160

<4,193>
4,738
5,083
3,658

839
7,440

<3,975>
6,123
5,296
3,504

▲9
+280

<▲218>
+1,384

+212
▲154

資産合計 21,491 23,205 +1,713

支払手形・買掛金 3,089 2,734 ▲355

借入金・社債 [b] 5,440 6,478 +1,037

＜除くﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社＞ <2,769> <3,369> <+600>

その他の負債 3,234 3,418 +183

負債合計 11,764 12,630 +866

（株主資本比率）

株主資本
（43.0%）

9,238
（43.5%）

10,096
（+0.5ポイント）

+858

非支配持分 488 477 ▲10

負債及び純資産合計 21,491 23,205 +1,713

ネットD/Eレシオ

金額単位：億円

ネットベースの借入金・社債 [b-a] 4,591 5,638 +1,047

ﾈｯﾄD/Eﾚｼｵ(ﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社を除いた場合）

0.50

0.24

連結貸借対照表

・需要、販売増に伴う棚卸資産、売上債権の増加により、総資産は前期末比1,713億円増加。

・株主資本は1兆円を超え、株主資本比率も更に向上。

0.56

0.28
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２０１２年度の業績見通し
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2011年度決算/2012年度見通し

２０１２年度の業績見通し （概要）

２．各セグメントの状況

■ 建設機械・車両

収益性の高い鉱山機械、部品・サービスの販売が
伸長するとともに、建設機械の需要も北米を中心に
伝統市場が堅調に推移し、対前期比増収増益の見通し。

■ 産業機械他

プレス機械、工作機械の受注は堅調に推移する見通しで
あるが、ワイヤーソーの受注減、震災復興向け仮設ハウス
需要の一巡等により、対前期比減収減益の見通し。

＊は見通し 2011年度 2012年度 増減

中間 21円 24円* +3 円*

期末 21円 24円* +3 円*

合計 42円 48円* +6 円*

１．売上・損益

日本、北米での建設機械の需要増加、鉱山機械、部品の販売増等により、対前期比増収増益の
見通し。売上高営業利益率も改善し、中期経営計画の目標値15.0％を達成する見通し。

＊米国財務会計基準審議会会計基準編纂書810の適用による 「当社株主に帰属する当期純利益」

2011年度実績 2012年度見通し 対前期比

連結売上高 19,817億円 21,000億円 ＋6.0％

営業利益 2,563億円 3,150億円 ＋22.9％

売上高営業利益率 12.9％ 15.0％ + 2.1ポイント

純利益* 1,670億円 1,900億円 ＋13.7％

ROE 17.3％ 18.0％ + 0.7ポイント

ネットD/Eレシオ
（ﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社を除いた場合）

0.56
(0.28)

0.43 
(0.20)

▲0.13ポイント
(▲0.08ポイント)

３．配当金
1株当たり配当金は、48円を見込む。
（当期純利益に対する配当性向は24％）

（百万米ドル） FY11 FY12見通し 増減

連結売上高 24,168 26,250 +8.6%

営業利益 3,126 3,938 +26.0%

純利益 2,037 2,375 +16.6%

（参考） 売上高、利益の米ドル、ユーロ換算値*

（百万ユーロ） FY11 FY12見通し 増減

連結売上高 18,016 20,000 +11.0%

営業利益 2,330 3,000 +28.7%

純利益 1,519 1,810 +19.2%

*各期末の為替レートを使用。
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２０１２年度の業績見通し

金額単位：億円

2011年度実績
１ドル=79円

１ユーロ=110円
１元=12.4円

2012年度見通し
１ドル=80円

１ユーロ=105円
１元=12.8円

増 減

売上高 19,817 21,000 +1,182 +6.0%

- 建設機械・車両
- 産業機械他

(17,393)17,442 
(2,424)  2,511    

(18,860)18,900 
(2,140)  2,200     

(+1,466)+1,457 
(▲284) ▲311    

(+8.4%) +8.4%
(▲11.7%)▲12.4%

- 消去 ▲136 ▲100 +36 -

セグメント利益 2,586 3,210 +623 +24.1%

- 建設機械・車両
- 産業機械他

2,462
167

3,200
70

+737
▲97

+29.9%
▲58.3%

- 消去または全社 ▲44 ▲60 ▲15 -

その他の営業収益（▲費用） ▲23  ▲60   ▲36 -

営業利益 2,563 3,150  +586 +22.9%

その他の収益（▲費用） ▲67 ▲70 ▲2 -

税引前当期純利益 2,496 3,080 +583 +23.4%

純利益 *1 1,670 1,900 +229 +13.7%

6.7%

13.1%

14.1%

% 利益率

１株当たり配当金 （円） 42円 48円 +6円

3.2%

15.3%

16.9%

15.0%12.9%

( )：外部顧客向け売上高

*1 米国財務会計基準審議会会計基準編纂書810の適用による 「当社株主に帰属する当期純利益」

・売上高は対前期比＋6.0％増収の2兆1,000億円、営業利益は同＋22.9％増益の3,150億円を見込む。

・売上高営業利益率は2.1ポイント改善し、15.0％の見通し。
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中近東
2%

日本
16%

北米
14%

欧州
6%中国

11%

ｵｾｱﾆｱ
10%

ｱﾌﾘｶ
5%

ＣＩＳ
5%

中南米
12%

ｱｼﾞｱ
19%

2,515 2,863 3,060

1,845
2,378 2,570

1,044
1,206 1,200

595
797

900
2,013

2,000

3,194
3,500

428
364

360

2,022
2,052

2,350

3,342

2,529

1,216
1,618

1,920615
904

1,000

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

FY2010 FY2011 FY2012見通し

アフリカ

中近東

オセアニア

アジア

中国

ＣＩＳ

中南米

欧州

北米

日本

3,200
2,4622,208

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

FY2010 FY2011 FY2012見通し

0

5

10

15

20

＜建設機械･車両＞ 地域別売上高（外部顧客向け）とセグメント利益の見通し

：売上高セグメント利益率

13.6％

（％）

地域別売上構成比 セグメント利益
（億円）

（億円） 地域別売上高 （外部顧客向け）

¥80/USD

¥105/EUR

¥12.8/RMB

¥ 85/USD

¥113/EUR

¥12.7/RMB

％ 日本 北米 欧州 中南米 CIS 中国 ｱｼﾞｱ ｵｾｱﾆｱ 中近東 ｱﾌﾘｶ 合計

FY2011実績 +13.8% +28.9% +15.5% +1.5% +34.0% ▲39.8% +26.3% +33.1% ▲15.0% +46.9% +7.7%

FY2012見通し +6.9% +8.1% ▲0.5% +14.5% +12.8% ▲0.7% +9.6% +18.6% ▲1.3% +10.5% +8.4%

売上高伸率 （前期比） 売上高はセグメント間取引消去前ベース

17,393
FY2012見通し

伝統市場
36％

戦略市場
64％

対前期比増減率

・日本、北米における建設機械と、戦略市場における鉱山機械、部品の販売増等により、
売上高（外部顧客向け）は、対前期比＋8.4％増収の見通し。

・収益性の高い鉱山機械、部品の売上構成比の増加等により、セグメント利益率は2.8ポイント改善し、
16.9％の見通し。

16,156

+7.7％

14.1％

16.9％

18,860

¥ 79/USD

¥110/EUR

¥12.4/RMB

+8.4％
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2011年度決算/2012年度見通し

＜建設機械･車両＞ セグメント利益の増減要因

2,462 

3,200 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

FY2011

実績

FY2012

見通し

（億円）

売上高セグメント利益率14.1%

・固定費の増加を、原価改善、販売価格の改善でカバー。

・加えて物量の増加、為替差により、＋737億円増益の見通し。

プラス要因

マイナス要因

為替差
+70

固定費差
▲150

原価改善、
販売価格差他

+567

物量差
+250

16.9%

¥ 80/USD

¥105/EUR

¥12.8/RMB

+737億円

¥ 79/USD

¥110/EUR

¥12.4/RMB

【プラス要因】
・原価改善、販売価格差他： ＋567億円
・物量差： ＋250億円
・為替差： ＋70億円

【マイナス要因】
・固定費差： ▲150億円

合計＋737億円の増益
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2011年度決算/2012年度見通し
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日本 北米

欧州 中国

その他 対前年伸率

＜建設・鉱山機械＞ 主要7建機需要推移

指数 ：2007年度＝100

100

80

（台数） （伸率）

64

※コマツの推定

（台数） （伸率）

四半期別需要推移（主要7建機） 年度別需要推移（主要7建機）

17%
15%

13%
13%

4%

-3%

-33%

-49%-48%

-42%

-6%

53%

63%

46%
40%

36%

11%

14%
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日本 北米

欧州 中国

その他 対前年伸率

92

（2011年度）：中国の需要は、大幅な調整局面に転じたが、中国以外の戦略市場、伝統市場の
需要拡大により、前期並みの＋4％となった。

（2012年度見通し）： 中国の需要は底打ちし、伝統市場ならびに中国以外の戦略市場も引き続き
堅調に推移する見通し。2012年度の需要は対前期比＋5～10％の見通し。

96

101～106

5～10%
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2011年度決算/2012年度見通し

-100%

-80%

-60%

-40%

-20%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

F
Y
0

7
 1

Q

2
Q

3
Q

4
Q

F
Y
0

8
 1

Q

2
Q

3
Q

4
Q

F
Y
0

9
 1

Q

2
Q

3
Q

4
Q

F
Y
1

0
 1

Q

2
Q

3
Q

4
Q

F
Y
1

1
 1

Q

2
Q

3
Q

4
Q

-15,000

-12,000

-9,000

-6,000

-3,000

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

需要（台数） 伸率（対前年同期比）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

'8
0

'8
2

'8
4

'8
6

'8
8

'9
0

'9
2

'9
4

'9
6

'9
8

'0
0

'0
2

'0
4

'0
6

'0
8

'1
0

'1
1
（
見

込
）

'1
2
（
見

通
し

）

-100,000

-80,000

-60,000

-40,000

-20,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

民間非住宅建設投資

民間住宅投資

政府建設投資

＜建設・鉱山機械＞ 主要市場の需要推移と見通し： ①日本

建設投資
（兆円）

新車需要／
中古車輸出

（台数）

新車需要（主要7建機）と建設投資 主要7建機 四半期別需要推移

FY

不動産ﾊﾞﾌﾞﾙ

中古車ﾊﾞﾌﾞﾙ

・2011年度の需要は、震災の復興需要により 大幅に伸長し、対前期比＋49％。
・ストック調整の進展と震災後の需要増により、油圧ショベルの新車需要は中古車輸出を上回った。
・2012年度の需要は、対前期比＋5～10％の見通し。

4Q（見込）

+96％

（台数）（伸率）

100

88

40 45 45 

指数 ：FY07/4Q=100

油圧ショベルのストック台数、
新車需要・中古車輸出台数推移

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

350000

400000

FY02 FY03 FY04 FY05 FY06 FY07 FY08 FY09 FY10 FY11

見込

FY12

見通し

・新車需要＞中古車輸出
・ストック台数も増加

ストック台数

（台数）（台数）

*～FY10：建機工データ、FY11,12:コマツの推定

ストック台数

新車需要/
中古車輸出

新車需要

中古車輸出

新車需要

【出所】 建設投資：国土交通省／建設経済研究所
主要７建機需要： コマツの推定
中古車発生量： コマツの推定

中古車輸出

FY11（見込）： +49%
FY12（見通し）： +5～10%

主要7建機需要 対前期比伸率
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2011年度決算/2012年度見通し
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住宅着工 主要7建機需要

住宅着工（万戸）

＜建設・鉱山機械＞ 主要市場の需要推移と見通し： ②北米

住宅着工：米国商務省
主要7建機需要：コマツの推定

主要7建機需要と米国住宅着工件数
主要7建機 四半期需要推移

FY

11 年9年6 年

セグメント別需要構成比（台数ベース）

36%
28% 27% 24% 22%

19%
21% 27%

23%
19%

13%
15%

13%

14%
14%

20% 21% 17%
24% 30%

13% 15% 16% 15% 14%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

FY07 FY08 FY09 FY10 FY11
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

FY10 FY11

その他

ﾚﾝﾀﾙ

鉱山､　　
ｴﾈﾙｷﾞｰ

道路、　　
公共

建設

（台数）

+30%

+78%

+45%

+16%

+32%

・2011年度の需要は、レンタル、鉱山・エネルギー向けを中心に堅調に推移し、
対前期比＋36％。但し、直近ピークの2005年度比では、まだ約6割の水準。

・2012年度の需要は、引き続き堅調に推移し、対前期比＋10～15％の見通し。

主要7建機需要（台数）

（台数）（伸率）

4Q（見込）

+33％

建設

道路
公共

鉱山、
ｴﾈﾙｷﾞｰ

ﾚﾝﾀﾙ

その他

100 91
66

39
33

48

64

指数 ：FY05/4Q=100

FY11（見込）： +36%
FY12（見通し）：+10～15%

主要7建機需要対前期比伸率

住宅着工件数が本格的に
回復しない中、レンタル、
鉱山・エネルギー向けを中心
に需要回復
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2011年度決算/2012年度見通し
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その他の地域

主要5カ国
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需要（台数） 伸率（対前年同期比）

＜建設・鉱山機械＞ 主要市場の需要推移と見通し： ③欧州

主要7建機 年度別需要推移

その他の地域
（29カ国）

主要5カ国
(ﾄﾞｲﾂ､ﾌﾗﾝｽ､ｲｷﾞﾘｽ、

ｲﾀﾘｱ、ｽﾍﾟｲﾝ)

＊ コマツの推定

主要7建機 四半期需要推移

FY

主要国 7建機需要の対前年同期比伸率

2010年4月
-2011年3月

2011年4月
-2012年2月

ドイツ +67% +15%

イギリス +35% +6%

フランス +48% +22%

イタリア ▲2% ▲27%

スペイン ▲4% ▲13%

その他地域（29カ国） +40% +17%

（台数）

・2011年度の需要は、ドイツ、フランス、イギリスを中心に底堅く推移し、対前期比＋7％。
但し、直近ピークの2007年度比では、まだ約5割の水準。

・2012年度の需要は、対前期比0～＋5％の見通し。

（台数）（伸率）

100

36 52 50 38 

指数 ：FY07/4Q=100FY11（見込）： +7%
FY12（見通し）： 0～+5%

主要7建機需要
対前期比伸率

4Q（見込）

▲4％
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2011年度決算/2012年度見通し
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外資（日米欧ﾒｰｶｰ）

外資（韓国ﾒｰｶｰ）

国産（中国ﾒｰｶｰ）

輸入中古

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2012年度見通し

2011年度

2010年度

2009年度

2008年度

＜建設・鉱山機械＞ 主要市場の需要推移と見通し： ④中国

（月）

（台数）

油圧ショベルの月別需要推移
（外資ﾒｰｶ：6ﾄﾝ以上の合計）

・2011年度の需要は、政府の金融引き締めの影響により大幅に減少し、対前期比▲37％。

・2012年度の需要は、前年並み（0～＋5％）で推移する見通し。

0

50,000

100,000

150,000

FY02 FY03 FY04 FY05 FY06 FY07 FY08 FY09 FY10 FY11 FY12

主要7建機 年度別需要推移 （外資ﾒｰｶ）

＊ コマツの推定

（台数）

（見通し）

＜春節時期＞

：2013年2月10日

：2012年1月23日

：2011年2月3日

：2010年2月14日

：2009年1月26日

12年1月：▲57%
12年2月：▲33%
12年3月：▲56%

油圧ショベル需要(国産+外資+輸入中古車)
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100%

FY06 FY07 FY08 FY09 FY10 FY11

【台数】 【構成比】

都市化率の推移

（見込）

FY11（見込）： ▲37%
FY12（見通し）：0～+5%

主要7建機需要
対前期比伸率

（台数）

外資
（日米欧ﾒｰｶ-）

外資
（韓国ﾒｰｶ-）

国難
（中国ﾒｰｶ-）

輸入
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中国

日本

米国

中国の高速鉄道
建設ラッシュ
（2005～2020）

中国の高速道路建設ラッシュ
（1990～2020）

76

（％）

8 9 10 11 12 135カ年計画期間→

日本の高速道路建設ラッシュ
（1960～1990）

日本の高速鉄道建設
ラッシュ （1970～1990）

見通し
*都市化率： 国連データ

中国高速鉄道ﾃﾞｰﾀ： 鉄道部「中期鉄道網計画(08年改正)」より
中国高速道路ﾃﾞｰﾀ： 国家発展委員会「総合交通網中長期発展計画(07年公布)より

2011年に50%を突破

米国の高速道路建設
ラッシュ （1950～1980）
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2011年度決算/2012年度見通し
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需要（台数） 伸率（対前年同期比）

＜建設・鉱山機械＞ 主要市場の需要推移と見通し： ⑤その他戦略市場
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その他

オセアニア

アフリカ

中近東

ＣＩＳ

インド

中南米

東南アジア

（台数）

主要7建機の需要推移

FY

その他戦略市場： 東南アジア、中南米、ｲﾝﾄﾞ、ｱﾌﾘｶ、
中近東、CIS、ｵｾｱﾆｱ、他

* コマツの推定

中南米 主要7建機 四半期別需要推移

東南アジア 主要7建機 四半期別需要推移

（台数）

・2011年度の需要（見込）は、東南アジア、中南米が鉱山向けを中心に好調に推移し、
対前期比＋29％。

・2012年度の需要も引き続き堅調に推移し、対前期比＋5～10％の見通し。

（台数）（伸率）
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112 165指数 ： FY07/4Q=100
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100 98

41

74 101

FY11（見込）： +29%
FY12（見通し）： +5～10%

主要7建機需要
対前期比伸率

4Q（見込）

+33％

4Q（見込）

▲3％
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2011年度決算/2012年度見通し

＜建設・鉱山機械＞ 鉱山機械の需要と配車台数の見通し、受注残の状況

・2011年度の需要は、東南アジア、オーストラリアを中心に引き続き堅調に推移し、対前期比＋47％。
・2012年度の需要は、対前期比＋13％の見通し。
・需要の拡大を背景に、受注残も引き続き高い水準で推移。配車台数も着実に増加の見通し。

鉱山機械の受注残*の状況 * 本体のみ。（部品・サービスを除く）

内定分を含む。
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0

250

500

750

'10/12 '11/3 '11/6 '11/9 '11/12 '12/3

0

500

1,000

1,500

2,000

'10/12 '11/3 '11/6 '11/9 '11/12 '12/3

コマツマイニングジャーマニーコマツ単独 （マイニング関連） （百万ＥＵＲ）（百万ＵＳＤ）
コマツアメリカ （マイニング関連）

（億円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

FY03 FY06 FY07 FY08 FY09 FY10 FY11 FY12

アフリカ･

中近東

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

アジア

中国

欧州・CIS

中南米

北米

+7%
+15%

▲35%

+40%

+47%

+12%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

FY03 FY06 FY07 FY08 FY09 FY10 FY11 FY12

（見通し）

（台数）

+13%

コマツの鉱山機械 配車台数推移鉱山機械 地域別需要推移

164
146

134
116

100

202

（台数）

（見通し）

249

（見込）

指数 ： FY06 =100

・ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ：75ｔ （HD785） 以上
・ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ：525HP （D375） 以上
・ｴｸｽｶﾍﾞｰﾀ：150ｔ （PC1600） 以上
・ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ：500HP （WA700） 以上
・ﾓｰﾀｸﾞﾚｰﾀﾞ：280HP （GD825） 以上
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＜建設・鉱山機械＞ 鉱山機械の売上高見通し

・東南アジア、中南米、オーストラリアを中心に、売上げは引き続き堅調に推移する見遠し。

・配車台数の増加に伴い、部品売上げも着実に増加する見通し。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

FY03 FY06 FY07 FY08 FY09 FY10 FY11 FY12

中近東・ｱﾌﾘｶ

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

アジア

中国

欧州・CIS

中南米

北米
440

850
1,050 1,130 1,180 1,385 1,580 2,035

815

2,070

2,515

3,090
2,435

2,785

3,960

4,605

15%

19% 19%

27%

31%

28%

36%

38%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

FY03 FY06 FY07 FY08 FY09 FY10 FY11 FY12

鉱山機械 売上高構成比*

[+30%]
[+24%] [+8%] [+4%] [+17%]

[+23%]

[+21%]

[+23%]

[▲21%]

[+14%]

*建設・鉱山機械関連売上高
全体に占める比率。
フォークリフト等は含まず

鉱山機械 売上高（本体・ｻｰﾋﾞｽ等/部品）鉱山機械 地域別売上高（部品・ｻｰﾋﾞｽ含む）

（億円） （億円）

部品

本体・
サービス等

（見通し） （見通し）

3,565

1,255

4,220

3,615

2,920

4,170

[+14%]

[+42%]

[+29%]

[+16%]

5,540

6,640

[  ]: 対前期比伸率

3,565

1,255

4,220

3,615

2,920

4,170

5,540

6,640

[+25%]

[+22%]

[+18%]

[▲14%]

[+15%]

[+33%]

[+20%]

[  ]: 対前期比伸率
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＜産業機械他＞ 売上高とセグメント利益の見通し

2,383
2,511

2,200

0

1,000

2,000

3,000

FY2010 FY2011 FY2012見通し

売上高 セグメント利益

（億円）

209

70

167

0

100

200

300

400

FY2010 FY2011 FY2012見通し

0

6

12

18
売上高セグメント利益率

（億円）

FY2011 FY2012見通し 増減

コマツ産機等（板金鍛圧事業合計） 466 509 +43

コマツNTC
（内ワイヤーソー）

1,088
(465)

916
(180)

▲172 
（▲285）

ｷﾞｶﾞﾌｫﾄﾝ、ｺﾏﾂﾊｳｽ、KELK、
特機事業他

957 775 ▲182

合 計 2,511 2,200 ▲311

売上高の内訳
（FY2011 v.s. FY2012見通し) 金額単位：億円

8.8％

受注残の状況

6.7％

・プレス機械、工作機械の受注は引き続き堅調に推移するものの、ワイヤーソーの大幅な減速、
仮設ハウスの需要一巡等により、減収減益となる見通し。

0
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'10/12 '11/3 '11/6 '11/9 '11/12 '12/3

0

200

400
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800
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ワイヤーソー

工作機械
（億円）

（億円）

0

200

400

600

800

10/12 11/3 11/6 11/9 '11/12 '12/3

プレス機械
（億円）

3.2％
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リテールファイナンスの状況

リテールファイナンス子会社の状況

・北米等で資産が増加する見通し。

・収入、税引前利益はほぼ前年並みの見通し。

-500

500

1,500

2,500

3,500

4,500

5,500

(ドル) 82円 80円
(ﾕｰﾛ) 110円 105円
(元)          13.1円 12.8円

北米

日本
欧州

中国

その他

内部消去

豪州

516 514

111 113

0

100

200

300

400

500

600

700

FY2011 FY2012

（見通し）

収入

税引前利益

（億円） 2. 収益の状況1. 資産の状況（億円）

北米

日本
欧州

中国

その他

内部消去

豪州

4,345

(ドル) 79円 80円
(ﾕｰﾛ) 110円 105円
(元)          12.4円 12.8円

4,230

2012年3月末 2013年3月末
（見通し）
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402 430
470

119
115

87

2.8%2.8%
2.7%

0

500

1,000

FY2010 FY2011 FY2012見通し

建設機械・車両 産業機械他
売上高比率（％）

702

584

492

55

53

58

518
487

500

0

500

1,000

FY2010 FY2011 FY2012見通し

建設機械・車両 産業機械他
減価償却費

設備投資・減価償却費・研究開発費・固定費の見通し

（億円） 研究開発費（億円）

585

＊レンタル資産投資は含まず

15% 15% 15%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

FY2010 FY2011 FY2012見通し

固定費 売上高比率（％）

（億円） 固定費

760

490

・設備投資は、試験設備、省エネ設備の導入に重点投資。

・研究開発は、ICT化、環境・安全対応、次世代建機の開発に重点投資。

・売上高の増加に対し、固定費は引き続き抑制。

生産設備等*の投資
および減価償却費

548
545

639
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中期経営計画

「Global Teamwork for Tomorrow」

の進捗状況
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11,273

13,560

18,933

22,430

20,217 19,817

14,315

18,431

21,000

16,121

958

1,634

2,447

3,328

1,519

2,229
2,563

670

3,150

2980

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

FY03 FY04 FY05 FY06 FY07 FY08 FY09 FY10 FY11 FY12

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

9,000

連結売上高(左軸)

営業利益   (右軸)

売上高営業利益率

12.1%

4.7%

7.5%

14.8%
12.9%

10.1%

7.1%

2.6%

12.9%
15.0%

営業利益
（億円）

為替レート
（円／ドル）

104 108
114 117 114

101
93

85
79 80

・リーマンショック以降の大幅な円高の影響を、販売価格の改善、コスト改善等の努力と収益性の
高い鉱山機械、部品等の販売構成比の増加によりカバーし、高い利益率を維持。

18.0%17.3%17.2%

4.1%

9.3%

25.1%23.5%
20.8%

13.1%

6.6%

連結業績推移

連結業績の推移

売上高
（億円）

ROE

0%

5%

10%

15%

20%

建設機械・車両
セグメント利益率の増減要因
（2007年度→2012年度見通し）

為替差
▲11.1%

材料価格
ｱｯﾌﾟ

▲2.6%

価格
改善

+8.0%

FY07
15.5％

FY12
（見通し）

16.9％

原価
改善

+3.8%

物量差
+0.8%

構成差他
+2.6%

CC増加
▲0.1%

（見通し）

90円

中計前提
レート
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中期経営計画目標値と進捗状況

No. 項 目 FY2012目標 FY2009実績 FY2010実績 FY2011実績 FY2012見通し

1 売上高営業利益率 （全社） 15％ 4.7％ 12.1％ 12.9％ 15.0％

2 ＲＯＥ 20％ 4.1％ 17.2％ 17.3％ 18.0％

3
ﾈｯﾄ･ﾃﾞｯﾄ･ｴｸｲﾃｨ･ﾚｼｵ

（除くﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社）

0.4以下 0.60 0.50 0.56 0.43

0.2以下 0.36 0.24 0.28 0.20

4 連結配当性向 安定配当：
20‐40％

38％* 24％ 24％ 24％

No. 項 目 FY2012 FY2009実績 FY2010実績 FY2011実績 FY2012見通し

1 売上高 (億円)
20,000 

(±1,000)
14,315 18,431 19,817 21,000

2
為
替

US$ (円)   90 93 85 79 80

EUR (円) 125 131 113 110 105

元 (円) 13.5 13.6 12.7 12.4 12.8

中期経営計画（2010-2012）の数値目標と進捗状況

前提条件と実績
*構造改革費用を除く実質ベース

・大幅に円高が進む中、売上高営業利益率は目標値である15％を達成する見通し。
・ROEも着実に改善が進み、18％の見通し。
・ﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ会社を除いたﾈｯﾄ・ﾃﾞｯﾄ・ｴｸｲﾃｨ・ﾚｼｵは目標である0.2以下を達成する見通し。
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0
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その他

欧州

北米
中国

日本

重点活動項目①：製品・部品のICT化の推進

①導入地域の拡大
・FY11（実績）： ｲﾝﾄﾞ、ﾛｼｱ、南ｱﾌﾘｶ、UAE等
・FY12～（予定）： 台湾、ﾈﾊﾟｰﾙ、ｻﾞﾝﾋﾞｱ等

②バリューチェーン拡大による売上増
・代理店での活用拡大による部品・サービス拡販
・Tier4向け「KOMATSU CARE」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの活用

一定稼働時間での無償定期整備、DPF清掃/
交換の実施等→顧客ﾀｯﾁ増による部品売上げ拡大

・建設機械での実用化に向けてテストを継続中
・鉱山機械での使用に向けて検討を開始

＜KOMTRAX 地域別導入台数推移＞

1. KOMTRAXの進化

70カ国、26万台を突破

2. AHS （無人ダンプトラック運行システム）

3. 情報化施工

(1)KOMTRAX

(2)KOMTRAX Plus （鉱山機械の健康管理システム）

(3)KOMTRAX Parts （部品の状態、交換履歴の把握）

①ダントツ情報化建機の開発

・市場導入に向けて、北米での試験は順調に進捗。

①導入台数の拡大
・ﾘｵﾃｨﾝﾄ社と、2015年までにｵｰｽﾄﾗﾘｱで150台以上

の導入を目指す基本合意を締結（2011年11月）

・2011年12月 「AHSｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀ」をﾊﾟｰｽに開設。

運用・ｻﾎﾟｰﾄ体制の強化に注力。

②導入機種の拡大
・機械駆動式ダンプトラック

「HD785」のAHS開発開始

・KOMTRAXは導入地域を拡大し、全世界約70カ国で26万台以上が稼働中。（’12年3月末現在）
・AHSは、オーストラリアで2015年までに150台以上の導入を推進。
・ダントツ情報化建機の市場導入に向けて、販売・サービス体制を強化。
・林業機械用フリート管理システムの開発を推進。

・顧客ニーズに対応した活用範囲の拡大
（オペレータ教育による燃費改善等）

（台）
ｵｰｽﾄﾗﾘｱで稼働する

無人ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ「930E」

4. 林業機械

①林業機械用フリート管理システムの開発

・大規模ﾌﾟﾗﾝﾃｰｼｮﾝ等で稼働する機械の
ﾌﾘｰﾄ管理用ｼｽﾃﾑの開発を推進。
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重点活動項目②：環境・安全性能の更なる進化

1. ハイブリッド油圧ショベル 2. 排ガス規制対応

3. フォークリフト、ミニ建機、産業機械

①Tier4等対応機種の市場導入推進
・米国： FY11導入以降、順調に進捗
-販売台数の70％以上が規制対応車

・欧州、日本： FY12より本格市場導入

②「KOMATSU CARE」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる保証時間延長と
Tier4ｴﾝｼﾞﾝでの燃費改善により、ﾕｰｻﾞｰのﾄｰﾀﾙ
ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄを削減
・ディーラーネット価のアップ
・米国に続き、欧州、日本でも導入

・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ油圧ｼｮﾍﾞﾙは世界12カ国に導入済。更なる販売拡大に注力。
・米国でのTier4対応機種の市場導入は順調に進捗。日本・欧州は2012年度より本格導入開始。
・HSTﾌｫｰｸﾘﾌﾄの市場導入、電動ﾐﾆｼｮﾍﾞﾙの開発、工作機械の小型化・省電力化等を推進。

①HB205/215LCのグローバル展開
・約810台導入済 （2012年3月末現在）

・販促の強化（高稼働ﾕｰｻﾞに

ﾌｫｰｶｽした拡販等）

【市場導入実績】 （2012年3月末現在）

モデル 地域 台数

PC200-8

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

（約690台）

日本 約260台

中国 約430台

HB205/
215LC

（約810台）

日本 約580台

中国 約130台

北米
中南米
欧州
東南ｱｼﾞｱ
ｵｾｱﾆｱ

約100台

計 約1,500台

②機種系列の拡大
・30トンクラス油圧ショベル、ホイールローダ 等

ブラジルで稼働するHB205

[20ﾄﾝｸﾗｽ油圧ｼｮﾍﾞﾙ販売台数に

占めるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ比率] 日本：約20％ 中国：約10％

①HST（油圧駆動変速機）ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの市場導入
・FY12より本格市場導入（6月7日：新車発表会）
・燃料消費量を最大30％削減（高負荷稼働時）

②電動ミニ建機の開発
・電動ミニショベルの

ユーザテスト実施

HSTﾌｫーｸﾘﾌﾄ「FH50」

HB205-1

PC200-8E0

PC200-8N1

（ハイブリッドモデルチェンジ車）

（ハイブリッド 旧モデル）

燃料消費量 多い少ない

＜ハイブリッド車の燃料消費量分布＞

（台数）

（従来機）

③工作機械の小型化・省電力化
・マシニングセンタの小型化、
省電力化の推進
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3. アジアでの循環事業の強化

2. 戦略部品の拡販

重点活動項目③：戦略市場での販売・サービス体制拡充

・産学連携等による代理店サービス員の育成（建設機械）
・代理店ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱの育成、ｺﾏﾂ人材開発ｾﾝﾀ（ﾌｨﾘﾋﾟﾝ）でのｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱ育成（鉱山機械）
・部品ﾃﾞﾎﾟの拡充による翌朝供給率の向上、品揃えの拡充、ﾘﾏﾝ・ﾘﾋﾞﾙﾄﾞの生産能力増強とQCDの向上。
・アジアでの循環事業強化による、新規ユーザ獲得と新車価格の向上。

1. 戦略市場での人材育成強化

②品揃えの拡充
・UC(Under Carriage): 大型機種用ﾃﾞｭｱﾙﾌﾞｯｼｭ*の
導入地域拡大 （*足回りの大幅な長寿命化を実現）

・GET(Ground Engaging Tool): Meバケットの系列
拡大(大型機種向けの開発)

①戦略市場の代理店サービス員の育成 ①部品の翌朝供給率向上
・部品デポの拡充
・目標： 翌朝供給率95％以上
目標値に向けて着実に進捗

7
17

22
31

8

16
16

16

'04/3 '10/3 '11/3 '12/3

伝統市場

戦略市場

・代理店ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱの育成
-ﾃｸﾉﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ（小松市）での海外受講者向け

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ拡大
-代理店間の人材交流によるOJT強化
（経験の豊富な代理店からｴｷｽﾊﾟｰﾄを派遣）

・ｺﾏﾂ人材開発ｾﾝﾀ（ﾌｨﾘﾋﾟﾝ）でのｴﾝｼﾞﾆｱ育成と
卒業生による代理店ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱの育成

＜部品デポ 拠点数＞

0

5000

10000

15000

'07 '08 '09 '10 '11

アフリカ

中近東

中国

オセアニア

アジア

CIS

中南米

・産学連携による人材育成の強化
-中国： 山東交通学院(2004年～）

-ロシア： ヤロスラブリ工業大学（2010年9月～）

太平洋国立大学（2011年10月～）

・技能ﾚﾍﾞﾙ、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ履歴等の見える化

②鉱山機械のｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱ育成

③リマン・リビルドの生産能力増強、QCD向上
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘﾏﾝ工場の更なるQCD向上
・油圧ｼﾘﾝﾀﾞのﾘﾏﾝ拡大（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）
・ﾘﾋﾞﾙﾄﾞｾﾝﾀ拡充： ﾌﾞﾗｼﾞﾙ（2012年10月開所予定）

戦略市場 地域別ﾒｶﾆｯｸ人員数推移
（人）

①国内ﾚﾝﾀﾙ・代理店発生中古車のｱｼﾞｱ還流
による新規ﾕｰｻﾞ獲得、新車価格の向上

②中国での中古車循環事業の強化

CY

15

33
38

47
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重点活動項目④：現場力の強化による継続的改善の推進

4. 電力使用量の削減

3. 基盤技術の強化

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販生ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀを中心とした販売、生産、在庫管理の更なるﾚﾍﾞﾙ向上。

・2次、3次外注を含めた調達先のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化によるリスク低減。

・基盤技術である計測、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技術の強化による製品開発力の更なる向上。

・電力使用量50％削減を全社目標として活動を推進。

2. 調達先のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化による調達ﾘｽｸの低減1. ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販売・生産・在庫管理のﾚﾍﾞﾙ向上

①国内生産拠点での電力使用量を
2014年までに50％削減
・電力使用量の見える化、ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ制御
・省エネ設備の導入、既存設備の改造
・安価な代替エネルギーの導入
・生産性向上、工程削減、加工作業削減等

①調達先のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化（見える化）
・2次、3次外注を含むﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化を推進し、
調達先のQCDを把握

②調達基準の明確化によるﾘｽｸの低減
・発注先の1社集中排除
・調達先の実力に応じた在庫基準の明確化

①計測技術とシミュレーション技術の強化による
製品開発力の更なる向上

（例：振動計測、シミュレーション手法）

①管理レベルの向上

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販生ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽによる日々の管理

（ﾘﾃｰﾙ販売・受注等）

・KOMTRAXﾃﾞｰﾀを活用した検証・分析強化

②生産リードタイム（L/T）の短縮

・機種別L/Tの見える化

・工程別に課題を把握・改善し、L/Tを短縮

・改善事例は海外生産拠点に水平展開

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販売・生産・在庫
ｺｯｸﾋﾟｯﾄ画面

＜販売・生産・在庫情報の見える化＞

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販生ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀ
（大阪工場内に設置）
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＜資 料＞



34

2011年度決算/2012年度見通し

金額単位：億円

2011年1～3月
1ドル = 82円

1ユーロ = 114円
1元 = 12.5円

2012年1～3月
1ドル = 80円

1ユーロ = 106円
1元 = 12.7円

対前年同期比

増 減 増減率

売上高 *1 5,411 5,332 ▲79 ▲1.5%

- 建設機械・車両

- 産業機械他

(4,687) 4,695

(723) 755 

(4,742) 4,752

(590) 616

(+54) +56 

(▲133) ▲138  

(+1.2%) +1.2%

(▲18.5%) ▲18.4%

- 消去 ▲39 ▲36 +2 -

セグメント利益 698 670 ▲28 ▲4.1%

- 建設機械・車両

- 産業機械他

644

75

673

0

+28

▲75

+4.5%

▲99.2%

- 消去または全社 ▲21 ▲3 +17 -

その他の営業収益（▲費用） *2 ▲97 ▲25 +71 -

営業利益 *1 601 645 +43 +7.2%

その他の収益 （▲費用） 7 ▲5 ▲13 -

税引前純利益 609 639 +30 +4.9%

純利益＊3 501 376 ▲124 ▲24.9%

% ：利益率 ( )：外部顧客向け売上高

14.2%

0.1%

12.6%

12.1%

*1 東日本大震災による影響 （売上高▲92億円、営業利益▲70億円） を含む *2 構造改革費用▲14億円を含む
*3 米国財務会計基準審議会会計基準編纂書810の適用による 「当社株主に帰属する四半期純利益」

13.7%

10.0%

12.9%

11.1%

２０１２年１～３月（３カ月間）の連結売上高と損益
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2011年1-3月
1ドル = 82円

1ユーロ = 114円
1元 = 12.5円

2012年1-3月
1ドル = 80円

1ユーロ = 106円
1元 = 12.7円

対前年同期比

増減 増減率

伝統市場

日本 645 792 +146 +22.7%

北米 527 655 +128 +24.4%

欧州 314 306 ▲7 ▲2.5%

戦略市場

中南米 523 557 +34 +6.6%

ＣＩＳ 196 225 +28 +14.7%

中国 1,142 514 ▲627 ▲54.9%

アジア 685 840 +154 +22.5%

オセアニア 348 510 +161 +46.3%

中近東 149 81 ▲68 ▲45.6%

アフリカ 154 257 +103 +67.2%

合計 4,687 4,742 +54 +1.2%

金額単位：億円

２０１２年１～３月（３カ月間）の売上高内訳

2011年1-3月 2012年1-3月 増減 増減率

コマツ産機等(板金鍛圧事業合計) 144 134 ▲10 ▲6.9%

コマツＮＴＣ
[うちワイヤーソー]

428 224 ▲204 ▲47.7%

ギガフォトン、コマツハウス、KELK、
特機事業他

182 258 +76 +41.8%

合計 755 616 ▲139 ▲18.4%

金額単位：億円

１．建設機械・車両（地域別: 外部顧客向け）

２．産業機械他

[313] [32] [▲281] [▲89.8%]
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＜建設機械・車両＞ 売上高・セグメント利益の増減要因 （３カ月間）

（億円）

売上高セグメント利益率13.7％

セグメント利益
（2011年1-3月 vs 2012年1-3月）

プラス要因

マイナス要因

為替差
▲38 固定費差

▲20

（億円）

プラス要因

マイナス要因

売上高
（2011年1-3月 vs 2012年1-3月）

物量差他
+11

販売
価格差
+90原価差

▲16

¥ 82/USD

¥114/EUR

¥12.5/RMB

¥ 80/USD

¥106/EUR

¥12.7/RMB

14.2％

為替差
▲88

その他地域
売上差
+779

中国
売上差
▲634

+56億円 +28億円

¥ 82/USD

¥114/EUR

¥12.5/RMB

¥ 80/USD

¥106/EUR

¥12.7/RMB
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四半期毎の売上高推移

四半期毎の営業利益推移

（億円）

（億円）

6,068 6,044

4,314

3,204
3,790

3,255
3,579

＊１ 構造改革費用 ▲323億円を含む

4,276 4,471
4,126

4,422

5,411
4,941

＊１

＊２ 震災による影響 ▲70億円を含む

4,916
4,626

＊２

08/1Q 08/2Q 08/3Q 08/4Q

105円 107円 95円 95円

165円 159円 126円 123円

15.2円 15.7円 13.9円 13.9円

ドル

ユーロ

元

為替
レート 09/1Q 09/2Q 09/3Q 09/4Q

97円 93円 90円 91円

133円 133円 133円 124円

14.2円 13.6円 13.2円 13.3円

10/1Q 10/2Q 10/3Q 10/4Q

91円 85円 82円 82円

115円 111円 110円 114円

13.4円 12.6円 12.4円 12.5円

11/1Q 11/2Q 11/3Q 11/4Q

81円 77円 78円 80円

118円 109円 105円 106円

12.5円 12.1円 12.3円 12.7円

四半期毎の売上高と営業利益の推移

5,332
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（億円）

2,846 2,849

3,168

3,820

4,052

3,584

3,832

4,687

4,353
4,183 4,114

5,340

08/1Q 08/2Q 08/3Q 08/4Q

105円 107円 95円 95円

165円 159円 126円 123円

15.2円 15.7円 13.9円 13.9円

ドル

ユーロ

元

09/1Q 09/2Q 09/3Q 09/4Q

97円 93円 90円 91円

133円 133円 133円 124円

14.2円 13.6円 13.2円 13.3円

10/1Q 10/2Q 10/3Q 10/4Q

91円 85円 82円 82円

115円 111円 110円 114円

13.4円 12.6円 12.4円 12.5円

11/1Q 11/2Q 11/3Q 11/4Q

81円 77円 78円 80円

118円 109円 105円 106円

12.5円 12.1円 12.3円 12.7円

5,161

3,784

3,160

＜建設機械・車両＞ 四半期毎の地域別売上高（外部顧客向け）

日 本

北 米

欧 州

中南米

ＣＩＳ

中 国

アジア

中近東

アフリカ

オセアニア

4,742

為替
レート
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売上高推移

セグメント利益推移

（億円）

（億円）

08/1Q 08/2Q 08/3Q 08/4Q

105円 107円 95円 95円

165円 159円 126円 123円

15.2円 15.7円 13.9円 13.9円

ドル

ユーロ

元

09/1Q 09/2Q 09/3Q 09/4Q

97円 93円 90円 91円

133円 133円 133円 124円

14.2円 13.6円 13.2円 13.3円

10/1Q 10/2Q 10/3Q 10/4Q

91円 85円 82円 82円

115円 111円 110円 114円

13.4円 12.6円 12.4円 12.5円

11/1Q 11/2Q 11/3Q 11/4Q

81円 77円 78円 80円

118円 109円 105円 106円

12.5円 12.1円 12.3円 12.7円

＜産業機械他＞ 四半期毎の売上高とセグメント利益の推移

為替
レート
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【見通しに関する注記事項】

本資料に記載されている、当期ならびに将来の業績に関する予想、計画、見通し等は、現在入手可能な情報に基づき当

社の経営者が合理的と判断したものです。実際の業績は、様々な要因の変化により、記載の予想、計画、見通しとは大き

く異なることがあり得ます。そのような要因としては、主要市場の経済状況および製品需要の変動、為替相場の変動、国

内外の各種規制ならびに会計基準・慣行等の変更などが含まれます。

コマツ 経営管理部 TEL: 03-5561-2687
FAX: 03-3582-8332
http://www.komatsu.co.jp/

米・欧に次いで国内でも発売される
新型油圧ショベルPC350-10
（オフロード法*2011年基準に適合）

*：オフロード法：特定特殊自動車排出ガスのNOx(窒素酸化物)、
PM(粒子状物質)排出量の規制等に関する法律。


